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お礼

東日本大震災と、その後の福島第一原発事故による

福島県の被災者および被災・避難された精神科医療

の当事者に対する全国の精神科医療・保健従事者の

皆様からの御支援に心から感謝申し上げます。
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被災の状況
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福島医大神経精神医学講座医局内
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大正大学 野田文隆先生より提供
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福島県内の避難所と避難者

避難所 避難者

3月16日 403 73608

5月16日 121 7329
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福島県提供
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精神科医療システムにおきた障害の
状況
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舞子浜病院 本田教一先生より提供

舞子浜病院玄関付近車が建物に突っ込んでいる状況
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2011/05/16
福精協事務局作成
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１ 浜通り（太平洋沿岸部）の精神科病院の１つが津波の
被害、 中通り（東北新幹線沿い地域）の精神科病院
の２つが地震により病棟使用が不可能に。

２ 原発事故により浜通りの精神科４病院が閉鎖を余儀な
くされた（約800床）。

３ 震災による直接的な影響（断水、停電、交通遮断な
ど）と、原発事故による間接的な影響（物流停滞、ガ
ソリン不足）により、震災後約1カ月は浜通りの精神
科病院・クリニックを中心に休診し、また現在に至る
も入院患者の県外地域・県内他院への移送と病棟縮小
あるいは閉鎖を必要としている。
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現在、抱えている精神科医療の課題
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こころのケアチーム いわき地区へ
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県災害対策本部

県精神保健福祉センター 県北

相双

いわき市

避難所
福島市

いわき市でのチーム編成
医大：精神科医師
医大：性差医療医師
＋医大：看護師・ＣＰ

相双地域でのチーム編成

＊県外からの精神科医師

看護師・心理士・PSW

等

医大：精神科医師
医大：看護学部教員（精
神）
相双保健福祉事務所保健師

県立医大
災害対策

避難所

公立相馬総合病院臨時精神科外来

相馬市

県北地域でのチーム編成
センター：精神科医師・保健師・
ＣＰ
県：ＣＰ
医大：看護学部教員（精神・心
理）

避難所

医療活動
＆保健活動

医療活動
＆保健活動

診療活動： ４/11～「こころの相談室」

2011．５/８ ： 心のケアチームとしての活動・連携状況 （医大看護学部精神看護学作成）

心のケアチーム

【医学部】
・神経精神医学講座

【看護学部】
・精神看護学領域
・心理学教員

在宅者訪問

南相馬市

新地町

避難所

避難所

在宅者訪問
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福島医大・こころのケアチームの活動

１ 厚労省 ― 福島県（障がい福祉課）― 県精神保健福祉センター ― 福島
医大 のラインで
浜通り（太平洋沿岸部）を担当。

２ 3月18日からいわき市と相馬市にて活動。

３ 全国からの機関・個人による支援を受け、全ての方に福島医大・こころの
ケアチームとして活動頂いた。

さわ病院、国立精神神経医療研究センター、松沢病院、成増厚生病院、
独協医大、九大、昭和大、横浜市大、医科歯科大、東京医大、長崎大
栃木県、茨城県、群馬県、石川県、福井県、滋賀県、長崎県、東京都
多数の個人

４ 避難所回り、自宅訪問、公立相馬総合病院の臨時精神科外来での診療、乳
幼児健診など

５ 消防隊員、警察官などの健診
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放射能被ばくに関連する精神的問題について

・原発から離れた地域の方が不安を口にする人が多い傾向

・放射能恐怖で受診する人は少ない印象

・放射能被ばくからくる生活の不安が精神的問題につながる
可能性
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１ いわき市（浜通）の精神科病院の機能回復

２ 相双地区（浜通り北部）の４病院閉鎖を受けての新し
い精神科医療サービスシステムの構築

３ 被災避難者の継続的なこころのケア （PTSD、アル
コール、うつ）

４ 地震、津波がこどもの心に与えた影響、原発事故によ
るこどもの行動制限がこどもの心に与える影響のケア

５ 放射能被ばくへの不安に対するケア

６ 消防隊員、警察官など捜索・救助者のメンタルヘルス
を保つ
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解決の方向性
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１ 相双地区に精神科医療サービスを提供できる新しいシ
ステム（例えば外来、アウトリーチを主とするシステ
ム）の構築

２ 被災避難者をフォローしケアできる保健師を核とした
精神的ケアのネットワークづくり

３ こどもの心の長期的ケアのプラン作りと、それを担う
チームづくり

４ 放射能のメンタルヘルスに及ぼす影響を長期に調査し
対策を講じるセンターづくり
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望みたいこと
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１ 相双地区に新しいシステムを作るために知恵
とマンパワーを貸して頂きたい

２ こどものこころのケアに専門家の継続的支援
を御願いしたい

３ 放射能被ばくによる影響を調査し対策を講じ
るために専門家の知恵を貸して頂きたい


